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御茶の水キリストの教会 

８月２２日(月) 

イエス様のくださる平安 

 

聖書朗読  ヨハネの福音書 １４：２７～３１ 

   主は近いのです。何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈

りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。そうすれば、

すべての理解を超えた神の平安が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスにあ

って守ってくれます。                ピリピ ４：５～７ 

 

悩ましい心と恐れがあたかも重りのように首にぶら下がっている時があります。

失望のただ中にあっても私たちは、イエス様が最後には勝利を収められると知ってい

ます。それでもやっぱり、私たちは弱くて、この重りをかなぐり捨てることができな

いみたいです。 

恐れを振り払おうとして、朝の３時にクロスワードパズルをする人がいます。恐

怖心を無理やり抑えようとするのは、バンジージャンプをしたり、ジップライン（*

画像参照）を滑り降りるようなものだと感じる人たちもいます。ただじっと座って気

をもむ人たちが多いでしょう。あなたはどうしていますか。 

聖書には、どうやったらイエス様が与えてくださる平安を得られるかが書いてあ

ります。十字架に架かられる前の最後の数時間を、イエス様とともに歩んでみましょ

う。イエス様はどのように恐れに立ち向かわれたでしょうか。お弟子さんたちや親し

い友人のもとに行かれました。歓喜と喜びを待ち望むようにとおっしゃいました。も

だえ苦しみながら祈られました。み父のご臨在に覆われて、ご自分の思いではなく、

み父におゆだねになりました。 

それこそが、神様のみこころに没頭し、お約束を大胆に実行する、理解を超えた

真の平安です。 

アーメン。主イエス様、来てください。 

   

讃美歌  １３６ 

祈  り 全能の父なる神様、平和の君よ、私たちが恐れている時、あなたに向き

直る分別をお与えください。あなたが惜しみなく与えてくださる平安で

満たしてください。すべてうまく行くと確信させてください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

                  

ポール・トーマス 

 



８月２３日(火) 

わたしにとどまりなさい 

 

聖書朗読  ヨハネ １５：１～８ 

  あなたがたがわたしを選んだのではなく、わたしがあなたがたを選び、あなたがた

を任命しました。それは、あなたがたが行って実を結び、その実が残るようになる

ため…                        ヨハネ １５：１６ 

 

私には園芸のセンスがまるっきりありません。桃の木を刈り込んだ方が、実の数

は少なくなるけれども大きな実がなるという、まっとうなアドバイスに従ってやって

みました。やり過ぎてしまいました。実がならなくなったばかりか、シーズン中に枯

れてしまいました。もうがっかりで茫然自失でした。今まで食べた中で一番おいしい

桃のなる木だったのです。 

私たちの父なる神様は農夫だとイエス様はおっしゃっています。そして主イエス

様は、枝である私たちがとどまっていなければならない、まことのぶどうの木です。

イエス様にとどまってさえすれば、私たちは主のために多くの良い実を結ぶことがで

きます。でも主を離れては、私たちは何もすることができません。 

他の人々を裁くのは私たちのすべきことではありません。農夫である神様ご自身

が取り除き、刈り込みをなさいます。他の人の実を批判するのはいとも容易いことで

すが、自分がまことのぶどうの木、私たちの生命の源であり、唯一の希望である主イ

エス様にとどまっているかどうかにフォーカスする方がよっぽど健全かつ生産的です。

イエス様を見上げましょう。イエス様だけに養われて、成長しましょう。 

 

讃美歌  １４８ 

祈 り 神様、私たちの主であり救い主である、まことのぶどうの木、イエス様

にとどまっていられますように。あなたがご覧になって良しとされる実

を結ぶことができますように。    

イエス様のお名前によって。アーメン。 

         

スティーブン・クラーク・ゴウド 

 

 

 

 

 

 

８月２４日(水) 

隅々まできれいにするように 

 

聖書朗読  ヨハネ １５：９～１７ 

  「あなたがたは聖なる者でなければならない。わたしが聖だからである。」 と書い

てあるからです。                   Ⅰペテロ １：１６ 

 

大変な努力と大いなる情熱をもって、かの有名なシスティーナ礼拝堂の天井画を

描いた巨匠ミケランジェロにまつわるある話があります。 

  ミケランジェロはこの傑作を描くのに身体的にも情緒的にも苦悶の４年間を費や

したと言われています。完成間近になって、ある友人が見ると、ミケランジェロは礼

拝堂の隅っこで苦労していたので、なんでそんな所に時間をかけているのかと尋ねま

した。そんな隅っこなんて誰も気が付かないよと友人が言い張ると、「神様はお気付き

になる！」とミケランジェロは言い返しました。 

私たちは人生の“隅っこ”を無視しがちです。なかなか治せない悪癖や隠れた罪、

自己満足な行い等に注意したくはないかもしれません。神様は私たちに呼びかけ、私

たちがおろそかにしている隅っこに気付く力を与えてくださいます。私たちの全生涯

は、神様をほめたたえる素晴らしい供え物であるようにと創られているのです。 

 

讃美歌  Ⅱ２５ 

祈 り 天のお父様、あなたは私たちにあり余るほどの豊かな人生を与えてくだ

さいました。大切だけれども目に見えないことを無視しないように助け

てください。私たちをあなたの豊かさで満たしてください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

       ダグラス・P・エドワーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８月２５日(木) 

２種類の美徳 

 

聖書朗読  ヨハネ １９：１７～２４ 

  麗しさは偽り。美しさは空しい。しかし、主を恐れる女はほめたたえられる。  

                                       箴言 ３１：３０ 

 

こんな言葉があります。『世間には２種類の人がいる。スーパーでショッピン

グ・カートを戻す人と、戻さない人と。』最近、私は徳にも２種類あるという記事を読

みました。“履歴書的”徳は市場で役に立つ技量で、“追悼的”徳はお葬式の時に語

られる、人格や人間関係に関するものです。後に残された者に、より強い衝撃を与え

るのは、後者の“追悼的”徳の方です。ラルフ・ウォルドー・エマソン（*訳注：アメ

リカ合衆国の思想家、哲学者、作家、詩人、エッセイスト。無教会主義の先導者。）は

こう言っています。『人生の目的は自分が幸福になることではない。誰かの役に立つこ

と、尊敬されること、情け深くあること、あなたが良く生きた証（あかし）を残すこ

とである。』と。 

キリストの生涯はどうだったでしょうか。犠牲的でしたか。情け深いものでした

か。福音書に見られるイエス様の親切で力強い行いは、私たちの信仰を増させ、日々

のモティベーションになります。でも、十字架の上に掲げられた【ユダヤ人の王、ナ

ザレ人イエス】という罪状書きは、ピラトが書いた政治的なもので、偽りの履歴書で

あり、イエス様と弟子たちを辱（はずかし）めるために押し付けられたものでした。 

その通り。イエス様は私たちの王です。イエス様の“追悼的”徳は私たちを日々

祝福してくださり、私たちもそれに倣（なら）いたいと思います。みめぐみによって、

私たちはイエス様がどのようなお方であったか、どのようなお方であるかを知ってい

ます。この情け深い愛に満ちたお方こそ私たちの救い主であり、友であり、復活の主

なのです。 

私たちの賛美の言葉が徳のあるものでありますように。 

 

讃美歌  ２６２ 

祈  り 主よ、あなたが創造してくださった徳の高い人間になれるように、いつ

もあなたとあなたの御言葉に目を留めていられますように。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

       スーザン・K・ギボニー 

 

 

８月２６日(金) 

愛は動詞です 

 

聖書朗読  ヨハネ １９：２５～２７ 

  イエスは、母とそばに立っている愛する弟子を見て、母に「女の方、ご覧なさい。

あなたの息子です」と言われた。それから、その弟子に「ご覧なさ い。あなたの母

です」と言われた。               ヨハネ １９：２６～２７ 

 

十字架上のイエス様が発せられた、この短い親密な言葉はとても興味深いもので

す。聖書によると、これらの言葉は、イエス様の母マリヤとイエス様の愛する友であ

り弟子であるヨハネに向けて言われました。もうまもなく息絶えようという人から、

このような愛の力を見せられて驚くばかりです。イエス様と母マリヤ、弟子ヨハネの

絆については、聖書は多くを語っていません。 

臨終の過程では使える言葉は限られてきますから、イエス様が十字架の上で力を

振り絞っておっしゃったお言葉の中に、イエス様亡き後、残されることになる母マリ

ヤと弟子ヨハネ二人への言葉があることは意義深いことです。 

ここにあって、イエス様は正（まさ）しく『あなたの父と母を敬え。』という戒

めを守られました。母マリヤの今後の暮らしは見過ごされていませんでした。ヨハネ

が面倒みることになりました。（そしてまた、マリヤは確かにそうされるにふさわしい

母親でした。彼女自身、完全には理解していないながらも、我が息子イエス様に上よ

りの召しを受けるようにと示したのです。） 

そしてまたここで、イエス様が愛する友の力、両者が生活を共にするうちに育ん

だ親しい関係を見せてくださいました。 

神は愛です。イエス様が母マリヤとヨハネにはっきりと言われたお言葉を通して、

この十字架の上で神様の愛が語られるのを見てとることができます。 

ここで私たちは再び学びます。私たちもまた大切な愛する者たちに対して同じよ

うに語ることができる、語らなければならないと。今日、誰にあなたの愛の言葉を聞

かせる必要がありますか。 

   

讃美歌  Ⅱ１６７ 

祈  り 主よ、イエス様の愛の言葉の力に驚くばかりです。私たちも他の人たち

への愛を率直に言い表せるようにしてください。 

感謝してキリストによって祈ります。アーメン。 

                 

ヴァージル・フライ 



８月２７日(土) 

墓 

聖書朗読  ヨハネ ２０：１～９、３０～３１ 

  イエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊が、あなたがたのうちに住 でおら

れるなら、キリストを死者の中からよみがえらせた方は、あなたがたのうちに住ん

でおられるご自分の御霊によって、あなたがたの死ぬべきからだも生かしてくださ

います。                        ローマ ８：１１ 
 
昨今、墓地は以前に比べて大変手の込んだものになってきました。ニュー・オー

リンズ（*訳注：アメリカ、ルイジアナ州南東部の都市）やヨーロッパの礼拝堂・教会

には地上納骨所、彫像、精巧な床石、地下室などがあり、観光客を呼ぶ大きなアトラ

クションになっています。非常にどっしりした建物や彫像が、王家の人々、政治家、

聖職者、詩人、音楽家、作家、その他、過去数世紀の富豪たちの栄誉を称えんがため

に、その墓を彩（いろど）っています。 

皮肉なことに、聖書の中で最も重要だと思われる人物の何人かを思い浮かべるに、

そのような遺跡はほとんど存在していないようです。アブラハム、イサク、ヤコブは

カナンの地、ヘブロンのマムレの木に面するマクペラの畑地の洞穴に葬られました。

神様はモーセをモアブの地の谷に葬られましたが、今日に至るまで、その墓を知る者

はいません。（申命記３４：６） 

神の子イエス様のお墓についてわかっていることは、アリマタヤのヨセフが救い

主のお身体を取り降ろして、イエス様が十字架につけられた場所にあった園の、まだ

だれも葬られたことのない、岩を掘って造った新しい墓に納めたということだけです。

イエス様のお墓に関して最も注目すべき事実は、墓は空っぽだったということです。 

墓標は何のためにあるのでしょうか。ある人が亡くなった後にその人の人生を思

い出す為、その通りです。でも本当のことを言えば、キリストにある私たちにとって

は、いつか私たちの墓もイエス様のお墓がそうであったように空っぽになるのです。

（訳注：復活の主に感謝。） 
   

讃美歌  Ⅱ１７７ 

祈  り 主よ、この世は死を人生の終わりとみなします。私たちのうちに住んで

おられるあなたの御子によって、永遠の命をお与えくださったことを感

謝します。 イエス様のお名前によって。アーメン。 

                   

ナンシー・ベイカー 

８月２８日(日) 

神様の愛によって人は変わります 

 

聖書朗読  使徒 ９：１１～１６ 

  しかし、わたしはあなたがたに言います。自分の敵を愛し、自分を迫害する者の

ために祈りなさい。                   マタイ ５：４４ 

 

イエス様の教えの中で『自分の敵を愛しなさい』という教えに従うほど難しいも

のはたぶんないでしょう。私たちが打ちひしがれている時に考えるあらゆることに反

することだからです。私たちは自分に優しくしてくれる人を愛します。敵を愛せです

って？ 

キリストは本心からそうおっしゃいました。イエス様ご自身、十字架上で彼を殺

そうとしている人たちのために、「父よ、彼らをお赦しください。彼らは、自分が何を

してるのかが分かっていないのです。」と祈られました。また、教会を迫害する敵であ

ったサウロを、世界の果てまでも御名を宣べ伝える選びの器とされた時も祈られまし

た。イエス様が栄光を受けられた時、サウロは実際、主の弟子たちを脅かして殺害し

ようと息巻いていたのです。平和と愛の福音を伝える使者としては最もふさわしくな

い者でした。 

イエス様とサウロの対話は聖書史上でも最も驚くべき瞬間です。そこには深いメ

ッセージが込められています。神様が、イエス様が私たちにそうするようにと教えら

れたことをなさっているのがわかります。神様は敵を愛し、受け入れ、愛する友、養

子とされたのです。そこには神様のご神格が現れています。そして、私たちも神様に

倣うようにと求められています。 

あなたの経歴や過去がどんなものであっても、どんな性格であろうと、神様の人

を変える愛から逃れることはできません。私たちが神様によって完全な者とされる時、

私たちも、イエス様がされるように、敵をも愛することができるでしょう。 

   

讃美歌  Ⅱ１８４ 

祈  り 神様、イエス様が教えてくださったことを実行できるように助けてくだ

さい。誰に対しても、私に親切でない人にも、優しく愛をもって接する

ことができますように。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

                 

イーサン・ブラウン 

 

 

 


